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１２／３（土）　法人内実践報告会
　昨年理事長になって、やりたかった事の一つがこの実践報告会。２回目となる今年度は、会場も公共の大会議室を借り（昨年は朋ホール）、法人全事業所から約１３０人が集まって行われた。今回の報告は１０題。まず各事業所内で選りすぐられ、基本１事業所から１題発表する。発表は概ね１０分、質疑応答で５分。参加者全員がすべての発表に対して感想を書き、後日、発表者の手に届くようになっている。そして、１０題の発表が終わった後、参加者による投票で“最優秀賞”が決まる。さすがに２回目とあって、どこも昨年よりバージョンアップしていた。実施している事業や対象者のタイプが違っても、一人一人その人の困っていることを受けとめ、あるいは明確ではない本人の希望をキャッチし、支援を展開する経過からは、どの発表からも訪問の家らしさが感じられる。そして･･･何らかの助けを受けながらも、自分の人生を立て直したり、新たな可能性を開花させていくお一人お一人の人生が、本当に尊いものであると感じ、何度も涙が出そうになった。そこに関わり、携わることができる私たちは、本当に幸せだと改めて思う。
　今年の最優秀賞は、サポートセンター連！！　軽度の知的障害の青年が、結婚、妻の出産、子育て、就職、結婚式等々を経て、自分への自信と人への信頼を取り戻しはじめるまでを、連を含む関係者の関わりを中心にまとめたもの。その時々の現状分析や当面の課題設定等がしっかり行われていたのと、それらを関係者で共有するためのコーディネートの役割を連が果たしてきたこと等がきちんとまとめられていたのが、高評価の理由だろう。
　そして、今年は“理事長賞”なるものが創られた。（この報告会は、各事業所１名ずつの委員から成る実行委員会型式で検討準備される。理事長賞は私の独断で選んでよしとのこと）私の１票は連に入れたのだが、理事長賞は磯子地区ケアホームとした。Ａさんは、重複の障害があり、家族に大事にされながらも約４０年間、いわゆる完全在宅だった。発表は、集への通所を経て、９年前よりケアホームで暮らしているＡさんへの支援の経過と、Ａさん本人の変化をまとめたもの。今年還暦を迎えたＡさんのお祝い会には、ホームに入りきらないほどたくさんの人が集まった。支援全体の分析や課題設定の明確さ的確さとしては、注文が残るが、私はこの発表の最後のフレーズで、“理事長賞”を決めた。

「Ａさんは、自ら人を引きつけ、人をつなぎ、今のホームの支えとなる人脈をつくってくれました」
[image: image2.wmf]　歌が大好きなＡさんは、スタッフやヘルパーさんに「○○さんは何の歌が好きなの？」と話しかけ、時には「肩をもんであげようか」と気を使ったりするそうだ。歳を重ねて入院も経験し、健康面への配慮は気を抜けない状態ではある。が、親子ほど年の離れたスタッフやヘルパーさん、ボランティアさんらが、どれほどＡさんに励まされ、Ａさんとのやりとりを楽しみに集まってきたかしれないという。ただその人に魅かれ、良かれと思うことに力を尽くしたい、そう思い思わせる、人と人の出会い関わり合いに、胸が熱くなった。私たちが、「支援者」などというおこがましい呼ばれ方をするとしても、こういう人と人の関係が基本であると、改めて強く感じることができた。
お疲れ様でした！　来年はどんなカタチにしましょう？　
いろいろな意見を集約していきたいと思います。
１２／１０（土）　旭区地域生活支援フォーラム

　サポートセンター連が事務局を担う「旭区地域自立支援協議会」主催のこのフォーラムは、今年4回目を数える。記念講演は、プロ車椅子ダンサー奈佐誠司さんの『ダンスで心のバリアフリーを』。10代で遭遇したバイク事故以来、車椅子の生活となりながら、ダンサーとして活躍する今日までの道のりを、驚くほど大きな声で、明るく元気に、笑わせ少し泣かせつつ話された。会場全体が引き込まれていく。毎年、この記念講演の人選は容易くないようだが、苦労の甲斐があったと思う。奈佐さんの明るさは、いろいろなことのあった今年にふさわしかったと思う。
　第二部は、昨年に引き続き『D－１グランプリ』。旭区内の事業所のメンバー（身体、知的、精神等の障害がある方々）が、D＝だしものを披露しグランプリを競う。ダンス、うた、バンドと、それぞれ趣向を凝らした5チームがステージに上がる。照れくさそうだったり、自慢げだったり、緊張してたり、とにかく一生懸命だったり…。この企画自体が決して簡単な企画ではないだろう。しかし、ステージ上の人も見守る客席も、皆さんがおそらくとてもほのぼのとした気持ちになったのではないか。私個人的には、やっぱり連のメンバーが一番だった！！　車椅子の男子2名のデュオが歌うのは、ゆずの「栄光の架け橋」。言葉は明瞭でないながら、力いっぱいの歌いっぷりに、私は涙がボロボロ出てしかたなかった。なんでだろう、一生懸命さなのか…、とにかく彼らの姿は、聴いている人の心を打つのだ。残念ながら次点でグランプリ獲得はかなわなかったが、会場全体を充分感動させていただろう。「ありがとう！すごくよかったです！」
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～いよいよ押し詰まってまいりました～

　今年はたいへんな一年だった。いつだって、「今年はわりと落ち着いてた」なんて思えることはないけれど、今年は、いつもとはまったく意味あいが違う。色合いが違う。東日本大震災は、日本中の人々にとってあまりにも大きな衝撃だった。９か月が過ぎた今、いや３月１１日以来ずっとかもしれない。心の奥にあるのは、自分がなにもやれていないことのつらさ･･･。法人として募金活動や職員の応援を呼び掛け、やれることはやってきたと思う。でも･･･。これは、被災していない全国の人々の、少なからず共通の思いなのかもしれない。
　福祉分野においても、何年後かに“あの年が転換点だった”と言われるような年だったと言えるのではないか。医療的ケアの法制化は、様々な課題を残しつつも、私たちが積み上げてきた重い障害のある人の地域生活を支える基盤としていかなければならない。これまで実践してきた者たちへ、何が大事にされるべきかが問い直されているのだとも感じる。障害福祉の新しい法律づくりに向けては、総合福祉部会のまとめ「骨格提言」が出された。重い障害のある人も包含した、否、むしろ重い障害のある人を中心に据えたこの提言が現実のものとなるよう、私たちは実践し続け、発言し続けなければならない。そして、「社会福祉と税の一体改革」。いわゆる福祉を受ける人が、“一部の人”から国民全体にひろがっている現在、この国が社会福祉のあり方について、その財源について、何よりこの国で生きる人間の幸せについてどう整理するのか･･･、しっかりと視ていかなければならない。それは、紛れもなく私たちの日々の仕事への問いでもあるのだと認識すべきだろう。
　私個人的には･･･、理事長となって２年目。この立場のたいへんさがジワジワと迫ってきたような気がしている。一方で、自分がやりたいことが、より明確になったとも思える。私がやりたいことは、何らかの生きづらさを抱えた一人一人に寄り添いたいということ。“寄り添う”という言葉は、ただ感傷的な、情緒的なものに思えて、あまり使いたくはなかったのだが。寄り添うとは、どこまでもその人が望む、あるいは望んでいるであろうことを見極めること、そしてその実現に向かい続けること、だと思う。今の私は、最前線でその仕事ができる立場ではないのだろうが、私が大事にしたいのは、そういうことなのだ。そして、それは自ずと、どんなに重い障害がある人であっても、地域で築かれた人間関係を存続しつつ生活していけるカタチをつくりあげていくことにつながる･･･。
　遠く被災地へ思いを馳せつつ･･･、やっぱり目の前のこと、目の前の人としっかり向き合えなければ、という思いを強くした一年でもあった。一年を振り返り、様々な思いが去来するこの頃･･･、何にしても、出会った人と笑顔を交わし合える日々に感謝し、一日一日を大切に過ごしていきたい。新年も・・・
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今年は、半世紀を生きた記念の年でした。体も正に節目で、ちとガタが・・・上手なリフレッシュが長持ちの秘訣ですね。皆様、来年もヨロシク！！

　平成２３年１２月１０日　　名里晴美
